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(1) 動機： 近年，内部状態を持つ多数のエージェント

が移動しながら近隣のエージェントと相互作用する

系(モバイルネットワーク，図 1)における情報伝搬が，

統一的な枠組みから盛んに研究されている．こうい

った例としては，アドホックネットワークにおける情

報伝播や，人の移動を介した伝染病の伝搬などが

挙げられ，一見全く異なる系を同一の枠組みで捉

えることが可能であり，効率的な通信プロトコルや

伝染病拡散を遅らせる戦略提案等の応用が期待さ

れる．パーソントリップデータを用いてモバイルネッ

トワークを構成し，数理モデルと組み合わせてモバ

イルネットワークにおける情報伝搬を解析すること

が本研究の目的である． 

 

(2) アプローチ：本研究では，情報伝搬の一例として，

同期現象に着目して解析を行った．東京都市圏人

の流れデータを用いる．二人の人がある閾値より近

い距離にいる時両者は相互作用可能であり，ネット

ワークのリンクが張られていると考える．このようにし

て，データより人の接近ネットワークを構成できる．

各人がモバイル端末のような振動子を持っていると

考え，振動子間がリンクされている時の相互作用を

数理モデルで記述する．このように，データより構

成したモバイルネットワークデータとモデルを組み

合わせて，同期現象の解析を行う． 

 

(3) 特徴：モバイルネットワーク上での情報伝搬の早さ

（例えば伝染病の拡散速度）をデータのみから調べ

ることは一般に極めて困難である．一方，純粋にモ

デルのみを用いる手法では，現実のネットワーク構

造をうまく考慮できない．そのため，本研究で提案

するデータとモデルを組み合わせたアプローチが

重要である．このような手法により，情報伝搬の種類

によらず普遍的に成り立つ性質を知ることができる

可能性がある． 

 

(4) 結果：図 2 に，同期達成に要する時間 T と，その逆

数 nT の，シグナル送信時間間隔 τp に対する依存

性の，ネットワーク構造もモデルによって構成した

場合の結果を示す．τp が小さい場合，同期達成時

間が一定の値に収束し，大きい場合には同期達成

時間はシグナル間隔に比例して増大する．このよう

な異なる振る舞いが起こる原因は，τp の大小に応じ

て異なる同期達成メカニズムが存在するためである

ことを我々は明らかにした． 
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図 1：モバイルネットワークの概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2： 同期達成時間および同期達成に必要なシグ 

ナル数の，シグナル送信時間間隔依存性  

 


